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巻
頭
レ
ポ
ー
ト

　

２
０
１
６
年
７
月
27
日
に
「
首
都
圏
11

社
局
中
づ
り
ド
リ
ー
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

セ
ッ
ト
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
の
広
告
商
品
は
、
２
０
１
６
年
10
月

～
２
月
の
間
の
19
期
（
各
７
日
間
）、
首
都

圏
11
社
局
が
そ
れ
ぞ
れ
販
売
す
る
“
中
づ

り
７
日
間
ワ
イ
ド
”
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
＊
１
）

す

る
も
の
で
、
首
都
圏
に
お
け
る
交
通
広
告

を
販
売
・
管
理
す
る
鉄
道
事
業
者
11
社
局

が
共
同
の
商
品
を
販
売
す
る
の
は
初
め
て

の
試
み
で
す
。

　

第
一
弾
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
し
て
、
10

月
３
日
～
９
日
「
全
日
本
空
輸
株
式
会
社
」

さ
ま
に
ご
出
稿
頂
き
ま
し
た
。

　

昨
年
２
月
23
日
に
株
式
会
社
電
通
が

発
表
し
た
「
２
０
１
５
年
日
本
の
広
告

費
」
に
よ
る
と
、
一
昨
年
の
総
広
告

費
は
６
兆
１
７
１
０
億
円
と
前
年
比

で
は
１
０
０
・
３
％
の
微
増
し
た
も
の

の
、
交
通
広
告
費
は
前
年
比
99
・
５
％
の

２
０
４
４
億
円
と
売
り
上
げ
を
減
ら
し

ま
し
た
。
こ
の
交
通
広
告
が
微
減
し
た

と
い
う
数
字
が
示
す
よ
う
に
、
弊
社
の

２
０
１
６
年
度
上
半
期
媒
体
売
上
実
績

は
、
１
９
７
４
９
百
万
円
（
前
年
比
97
・

１
％
）、
特
に
中
づ
り

は
２
１
３
１
百
万
円
、

前
年
比
85
・
１
％
と
、

非
常
に
厳
し
い
状
況
で

し
た
。

　

中
づ
り
15
％
減
の
売

り
上
げ
で
あ
っ
て
も
全

体
が
３
％
減
に
と
ど

ま
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、

他
の
媒
体
で
カ
バ
ー
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
ほ
か

な
ら
ず
、
中
づ
り
の
売

り
上
げ
を
昨
年
並
み
に

近
づ
け
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
全
体
の
売
り
上
げ

が
上
が
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
た
だ
、
こ
の
中

づ
り
の
売
り
上
げ
が
極

端
に
減
少
し
て
い
る
傾

向
は
、
11
社
局
に
お
い

て
も
同
様
で
あ
る
た
め
、

各
社
局
共
通
の
課
題
で

あ
る
と
同
時
に
喫
緊
の

課
題
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
状
況
を
打
破
す

べ
く
、
中
づ
り
の
増

株
式
会
社
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画

交
通
媒
体
本
部
交
通
媒
体
局
メ
デ
ィ
ア
営
業
部　

担
当
部
長

宮
本
　
守

首
都
圏
11
社
局

中
づ
り
ド
リ
ー
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ッ
ト

広告主：全日本空輸株式会社さま、掲出期間：2016 年 10 月 3 日（月）～ 10 月 9 日（日）
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収
を
は
じ
め
、
首
都
圏
交
通
広
告
の
拡
大
、

お
よ
び
交
通
媒
体
の
価
値
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
首
都
圏
11
社
局
は
緊
急
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
る
検
討
に
入
り

ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
交
通
広
告

の
ス
ト
ロ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
ウ
ィ
ー
ク
ポ

イ
ン
ト
を
再
確
認
し
、
交
通
広
告
が
持
つ

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
何
な
の
か
を
洗
い
出
し

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
出
て
き
た
意
見
と
し
て
は
、

・
首
都
圏
11
社
局
の
商
品
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ

化
す
る
こ
と
で
、
首
都
圏
に
お
い
て
大
き

な
リ
ー
チ
が
獲
得
で
き
る
こ
と
。

・
中
づ
り
の
ポ
ス
タ
ー
仕
様
は
、
各
社
局

共
通
で
あ
る
こ
と
。

・
交
通
広
告
共
通
指
標
推
定
モ
デ
ル
に
よ

る
と
、
中
づ
り
の
推

（
＊
２
）

定
広
告
到
達
率
は
43
・

８
％
と
、
多
く
の
ア
テ
ン
シ
ョ
ン
獲
得
が

期
待
で
き
る
こ
と
。

と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

そ
こ
で
我
々
は
、
中
づ
り
の
ポ
ス
タ
ー

仕
様
が
各
社
局
共
通
で
あ
る
こ
と
に
重
点

を
置
き
、
大
量
に
印
刷
を
す
れ
ば
コ
ス
ト

が
あ
る
程
度
抑
え
ら
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

首
都
圏
11
社
局
の
中
づ
り
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ

に
し
た
商
品
を
設
定
し
よ
う
と
い
う
結
論

に
達
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
社
局
の
中
づ
り
を
パ
ッ
ケ
ー

ジ
化
す
る
も
う
一
つ
の
理
由
と
し
て
、
昨

今
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
全
国
相
互
利
用

や
鉄
道
の
相
互
乗
り
入
れ
に
よ
り
、
乗
客

は
現
在
自
分
が
ど
こ
の
鉄
道
会
社
の
車
両

に
乗
車
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
ほ
と
ん
ど
意

識
し
て
い
な
い
と
い
う

背
景
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
が「
首

都
圏
11
社
局
中
づ
り
ド

リ
ー
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

セ
ッ
ト
」
商
品
開
発
の

出
発
点
で
す
。

　

商
品
発
表
後
に
、
こ

れ
だ
け
大
き
い
規
模
の

商
品
を
如
何
に
販
売
し

て
い
く
か
と
い
う
課
題

も
あ
り
ま
し
た
。

　

中
づ
り
に
ご
出
稿
頂

く
広
告
内
容
に
も
変
化

が
あ
り
、
以
前
は
出
版

関
連
商
品
が
中
心
で
し

た
が
、
現
在
で
は
ア
ル

コ
ー
ル
や
飲
料
、
食
品

な
ど
消
費
財
系
商
品
の
シ
ェ
ア
が
高
ま
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
ご
提
案
先
の
間
口
を
広
げ
る

た
め
、

・
販
売
開
始
記
念
価
格
の
設
定

・
新

（
＊
３
）

規
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
向
け
価
格
の
設
定

を
行
い
ま
し
た
。
新
規
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
価

格
は
、
い
わ
ゆ
る
初
回
割
引
、
初
回
特
典

の
よ
う
な
も
の
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
各
社
の
広
告
審
査
基
準
、

価
格
、
期
間
、
お
よ
び
販
売
方
法
を
ど
う

す
る
の
か
な
ど
の
条
件
を
ク
リ
ア
す
る
た

め
に
議
論
を
重
ね
、
商
品
を
発
表
す
る
に

至
り
ま
し
た
。

　

結
果
、
お
か
げ
さ
ま
を
も
ち
ま
し
て
高

額
の
商
品
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
18
件
の
お

申
込
み
を
頂
戴
し
、
そ
の
内
13
件
は
新
規

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
か
ら
と
い
う
こ
と
で
、
大

き
な
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
１
月
15
日
現
在
）

新規クライアント
一般クライアント

販売開始記念
2016/10/3～11/6

1,800 万円
3,000 万円

2016/11/7～12/25
2017/1/9～2/26
1,900 万円
3,500 万円

広告料金（税抜き）

掲出路線（路線図データは JAFRA e- 販促データ Train ad Planner より）
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こ
の
よ
う
に
「
首
都
圏
11
社
局
中
づ
り

ド
リ
ー
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ッ
ト
」
は
大

変
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
こ

の
可
能
性
を
最
大
限
に
活
か
し
、
ピ
ン
チ

を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
べ
く
、
我
々
首
都

圏
11
社
局
は
引
続
き
連
携
し
て
参
り
ま
す
。

　

先
日
、
来
年
度
も
引
続
き
「
首
都
圏
11

社
局
中
づ
り
ド
リ
ー
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

セ
ッ
ト
」
の
実
施
を
発
表
い
た
し
ま
し
た
。

現
在
、
商
品
の
詳
細
に
つ
い
て
の
ご
案
内

を
準
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
商
品
で
終
ら
ず
、
二
の
矢
、

三
の
矢
と
続
け
ら
れ
る
よ
う
、我
々
の「
夢
」

で
あ
る
交
通
広
告
業
界
の
発
展
に
向
け
て
、

新
し
い
商
品
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
会
員
各
社
の
み
な
さ
ま
も
、

引
続
き
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
各
社
に
ご
提
案
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

第
２
回
理
事
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

２
０
１
６
年
12
月
７
日
（
月
）
ジ
ェ
イ

ア
ー
ル
東
日
本
企
画
10
Ｆ
大
会
議
室
に
お

い
て
25
名
の
理
事
が
出
席
し
開
催
し
た
。

　

冒
頭
、
今
木
会
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、

引
き
続
き
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
た
。

　

審
議
内
容
は
以
下
の
通
り
。

議
案

副
支
部
長
の
委
嘱

　

人
事
異
動
等
の
事
由
に
よ
り
、
定

款
施
行
規
則
第
10
条
１
項
に
基
づ
き
、

２
０
１
６
年
12
月
７
日
付
で
副
支
部
長
の

委
嘱
を
次
の
よ
う
に
行
い
た
い
と
田
之
上

専
務
理
事
よ
り
説
明
が
あ
り
、
本
議
案
は

提
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　

本
日
は
師
走
に
入
り
ま
し
て
の
大
変

お
忙
し
い
中
を
ご
出
席
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
平

素
は
当
協
会
の
運
営
に
関
し
ま
し
て
何

か
と
ご
支
援
ご
尽
力
を
賜
っ
て
い
る
こ

と
を
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

残
す
と
こ
ろ
あ
と
20
日
余
り
に
な
り

ま
し
た
が
、
今
年
は
文
字
通
り
激
動
の

年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
内
外
と
も
に

色
々
な
こ
と
が
あ
っ
た
訳
で
す
が
、
あ

え
て
１
つ
だ
け
申
し
上
げ
さ
せ
て
頂
き

ま
す
と
、
ト
ラ
ン
プ
ア
メ
リ
カ
次
期
大

統
領
誕
生
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
後
の

世
界
の
政
治
経
済
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
と
い
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と

で
す
が
、
私
ど
も
に
と
っ
て
興
味
深
い

の
は
ト
ラ
ン
プ
氏
の
今
回
取
っ
た
メ

デ
ィ
ア
戦
略
で
す
。
ご
承
知
の
と
お
り

既
存
の
テ
レ
ビ
や
新
聞
と
い
っ
た
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
と
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
ほ

と
ん
ど
対
立
関
係
に
あ
り
な
が
ら
、
一
方

で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ブ
ロ
グ
な
ど
高
度
に
発
達

し
た
ネ
ッ
ト
を
フ
ル
活
用
し
て
選
挙
活
動

を
行
っ
た
こ
と
が
大
き
な
勝
因
の
１
つ
で

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

翻
っ
て
わ
が
国
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

広
告
の
総
広
告
費
に
占
め
る
シ
ェ
ア
は
既

に
20
％
を
超
え
、
毎
年
２
桁
の
伸
び
を
続

け
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
ま
ま

で
い
く
と
い
ず
れ
近
い
う
ち
に
逆
転
さ
れ

る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
危
機
感
か
ら
、

テ
レ
ビ
業
界
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
と

の
様
々
な
連
携
を
試
行
し
て
い
る
と
も
聞

い
て
お
り
ま
す
。

　

私
ど
も
交
通
広
告
の
分
野
で
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ

化
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
極
め
て
急
速
に
発

展
す
る
時
代
に
あ
っ
て
、
広
告
媒
体
と

し
て
の
価
値
を
上
げ
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

の
皆
様
か
ら
選
ん
で
い
た
だ
け
る
存
在

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

に
は
、
駅
構
内
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
サ

イ
ネ
ー
ジ
、
車
内
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
一
層

の
充
実
も
大
切
な
要
素
で
は
あ
り
ま
す

が
、
や
は
り
交
通
広
告
と
ス
マ
ホ
を
主

体
と
す
る
モ
バ
イ
ル
端
末
と
の
色
々
な

形
で
の
連
携
と
い
う
も
の
は
避
け
て
通

れ
な
い
重
要
な
点
で
は
な
い
か
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
当
協
会
と
し
て
も
技
術

開
発
委
員
会
を
中
心
に
引
き
続
き
力
を

入
れ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
日
は
、
６
月
の
総
会
で
お
決
め
い

た
だ
き
ま
し
た
本
年
度
事
業
計
画
の
一

部
に
つ
い
て
、
進
捗
状
況
の
中
間
報
告

を
す
る
こ
と
が
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
ご
ざ

い
ま
す
。
是
非
よ
ろ
し
く
ご
審
議
賜
り

ま
す
こ
と
を
お
願
い
し
て
挨
拶
に
か
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
木
会
長
挨
拶

挨拶する今木会長

（
＊
１
）【
掲
出
路
線
】
京
急
電
鉄
：
全
線
、

東
京
メ
ト
ロ
：
全
線
、京
成
電
鉄
：
全
線
（
北

総
を
含
む
）、
東
武
鉄
道
：
全
線
（
一
部
除

く
）、
西
武
鉄
道
：
全
線
、
京
王
電
鉄
：
全

線
、
小
田
急
電
鉄
：
全
線
、
東
京
急
行
電
鉄
：

全
線
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
：
首
都
圏
全
線
、
東

京
都
交
通
局
：
全
線
、
相
模
鉄
道
：
全
線

（
＊
２
）
サ
イ
ズ
は
ワ
イ
ド
、
掲
出
期
間
７
日

間
、
他
鉄
道
出
稿
有
、
Ｔ
Ｖ
Ｃ
Ｍ
出
稿
有
、

業
種
は
消
費
財
系
の
場
合

（
＊
３
）
２
０
１
３
年
度
以
降
、
東
京
メ
ト
ロ

（
全
線
）お
よ
び
Ｊ
Ｒ
東
日
本（
３
線
群
セ
ッ

ト
）
に
お
い
て
中
づ
り
ワ
イ
ド
７
ｄ
ａ
ｙ

ｓ
の
実
績
が
無
い
企
業
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本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ス
タ
ー
ト
時
は
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を
中
心
に
実
施
し

た
が
、
猛
暑
に
よ
り
地
球
温
暖
化
防
止
の

気
運
が
高
ま
る
・
各
媒
体
社
の
空
き
枠
対

策
に
貢
献
で
き
る
、
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

第
３
回
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
か
ら
８
月
に
移
行

し
、
今
回
の
第
10
回
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
８

月
に
実
施
し
た
。

⑴
実
施
期
間
：
２
０
１
６
年
８
月
１
日（
月
）

～
８
月
31
日
（
水
）

⑵
展
開
規
模
：
全
国
主
要
の
鉄
道
駅
お
よ

び
鉄
道
車
両
に
延
べ
枚
数
約
50
万
枚
の
ポ

ス
タ
ー
を
集
中
的
に
一
斉
に
掲
出

①
展
開
エ
リ
ア:

札
幌
、
仙
台
、
首
都
圏
、

名
古
屋
、
京
阪
神
、
高
松
、
広
島
、
福
岡

の
各
都
市
圏
を
拠
点
と
し
た
全
国
各
地

②
対
象
路
線
：Ｊ
Ｒ
６
社
、大
手
民
鉄
16
社
、

地
下
鉄
他
13
社　

計
35
社
局　

⑶
ポ
ス
タ
ー
種
類
：
駅
貼
り
ポ
ス
タ
ー（
Ｂ

０
・
Ｂ
１
）

車
内
中
づ
り
ポ
ス
タ
ー
（
Ｂ
３
）

駅
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
メ
デ
ィ
ア

⑷
協
賛
：
財
団
法
人
日
本
宝
く
じ
協
会

⑸
後
援
：
環
境
省
、
国
土
交
通
省

３
．
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
コ
ン
セ
プ
ト

　

第
10
回
目
の
地
球
温
暖
化
防
止
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
以
下
の

コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
い
て
展
開
し
た
。

　

モ
チ
ー
フ
は
引
き
続
き
「
野
生
動
物
」。

　

地
球
温
暖
化
の
影
響
を
最
も
受
け
や
す

い
象
徴
と
し
て「
野
生
動
物
」が
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
人
間
は
、
生
産
活
動
に
よ
っ
て

大
量
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
、
地
球
環

境
を
破
壊
し
て
い
る
加
害
者
で
あ
り
、
野

生
動
物
は
一
方
的
に
そ
の
環
境
変
化
の
影

響
を
受
け
て
い
る
極
め
て
弱
い
立
場
の
被

害
者
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

森
林
、
大
地
、
海
な
ど
美
し
い
環
境
に

生
き
る
「
野
生
動
物
」
を
描
い
た
ア
ー
ト

を
モ
チ
ー
フ
に
す
る
こ
と
で
、
鉄
道
を
利

用
す
る
多
く
の
人
々
が
環
境
問
題
に
つ
い

て
考
え
る
き
っ
か
け
を
今
年
も
１
枚
の
ポ

ス
タ
ー
か
ら
発
信
し
ま
し
た
。

４
．
制
作
協
力

⑴
ビ
ジ
ュ
ア
ル
提
供
：

宮
田
亮
平
氏　

東
京
藝
術
大
学
名
誉
教
授

“
月
と
遊
ぶ
”

大
津
英
敏
氏　

多
摩
美
術
大
学
名
誉
教
授

“
日
輪
と
平
成
の
虎
”

手
塚
雄
二
氏　

東
京
藝
術
大
学
教
授

“
奥
入
瀬
飛
流
・
奥
入
瀬
翔
流
”

日
比
野
克
彦
氏　

東
京
藝
術
大
学
教
授

“
獣
＝
ケ
モ
ノ
”

⑵
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
：
蝦
名
龍
郎
氏

⑶
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
：
根
岸
礼
子
氏　

マ

キ
プ
ロ

“
エ
キ
か
ら
エ
コ
。”

５
．
立
体
的
な
展
開

　

夏
休
み
に
は
、
家
族
連
れ
や
親
子
連
れ

の
鉄
道
利
用
者
が
増
加
す
る
。
そ
こ
で
、

家
族
で
地
球
温
暖
化
防
止
に
つ
い
て
考
え

て
も
ら
う
た
め
の
材
料
を
提
供
し
た
。

⑴
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
各

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
や
作
品

に
寄
せ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
地
球
環
境
に
つ

い
て
の
考
え
な
ど
を
紹
介
し
、
ま
た
、
ポ

ス
タ
ー
の
一
部
に
印
刷
さ
れ
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
も
、
同
様
の
情
報
を
入
手
で
き
る

よ
う
に
し
た
。

⑵
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
各

鉄
道
会
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
を

貼
る
こ
と
で
、
鉄
道
会
社
が
現
在
取
組
ん

で
い
る
様
々
な
環
境
保
全
活
動
を
紹
介
。

⑶
協
賛
、
後
援
省
庁
・
団
体
の
環
境
保
全

活
動
へ
の
取
組
み
サ
イ
ト
へ
の
リ
ン
ク
な

ど
を
開
設
す
る
こ
と
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

と
の
連
動
を
図
っ
た
展
開
を
実
施
。

⑷
エ
コ
、
鉄
道
、
ア
ー
ト
な
ど
の
テ
ー
マ

で
夏
休
み
の
宿
題
に
取
り
組
む
子
供
た
ち

に
役
立
つ
情
報
を
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で

提
供
。

⑸
過
去
の
作
品
を
ア
ー
カ
イ
ブ
と
し
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
。

〈
カ
レ
ン
ダ
ー
製
作
報
告
〉

１
．
地
球
温
暖
化
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
10

回
記
念
カ
レ
ン
ダ
ー
製
作

　

地
球
温
暖
化
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
、

本
年
８
月
皆
様
の
協
力
に
よ
り
10
回
目
が

○
北
海
道
支
部　

副
支
部
長
（
敬
称
略
）

（
新
任
）
竹
谷　

英
一

㈱
交
通
新
聞
社 

北
海
道
支
社

執
行
役
員
支
社
長

（
退
任
）
三
浦　

啓
一

報
告
事
項
①

第
10
回｢

地
球
温
暖
化
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン｣

実
施
及
び
カ
レ
ン
ダ
ー
製
作
報
告

〈
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
報
告
〉

１
．
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ね
ら
い

　

環
境
に
優
し
い
交
通
機
関
で
あ
る
鉄
道

に
活
動
の
基
盤
を
置
く
公
益
法
人
と
し
て

「
地
球
温
暖
化
防
止
」
と
い
う
公
共
性
、
社

会
性
の
高
い
テ
ー
マ
の
鉄
道
広
告
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
継
続
し
て
実
施
す
る
こ
と
で
、

⑴
鉄
道
広
告
の
持
つ
高
い
視
認
性
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
力
を
活
か
し
て
、
環
境
問
題
に

対
す
る
社
会
的
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
よ
り
豊

か
な
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
。

⑵
全
国
の
鉄
道
会
社
が
行
っ
て
い
る
環
境

保
全
へ
向
け
て
の
積
極
的
な
取
組
み
を
支

援
し
、「
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
少
な
い
社
会
の

実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
た
。

２
．
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
概
要

　

主
要
鉄
道
路
線
の
車
内
中
づ
り
広
告
、

タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
お
よ
び
そ
の
周
辺
駅
の
駅

貼
り
ポ
ス
タ
ー
、
駅
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー

ジ
メ
デ
ィ
ア
等
の
鉄
道
広
告
を
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
し
、
空
き
枠
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、

で
き
る
限
り
集
中
掲
出
に
努
め
た
。
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無
事
終
了
し
、
こ
れ
を
記
念
し
て
、
こ
れ

ま
で
ポ
ス
タ
ー
で
使
用
し
た
代
表
作
12
点

で
２
０
１
７
年
度
版
カ
レ
ン
ダ
ー
製
作
。

・
配
布
先
：
協
力
鉄
道
会
社
、
会
員
社
、

製
作
関
係
者

・
仕
様
：
Ｂ
３
サ
イ
ズ  

４
色  

15
枚
綴
り

・
製
作
部
数
：
１
２
０
０
部

・
製
作
期
日
：
２
０
１
６
年
11
月
下
旬

　

報
告
に
続
き
、
滝
久
雄
美
観
風
致
委
員

長
、
大
津
理
事
よ
り
補
足
説
明
と
発
言
が

あ
っ
た
。

滝
久
雄
委
員
長

　

第
10
回
と
い
う
こ
と
は
10
回
続
い
た
わ

け
で
す
。
何
と
い
っ
て
も
す
ご
い
と
思
う

の
は
50
万
枚
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
が
、
日
本
の
鉄

道
の
主
要
駅
に
掲
出
さ
れ
る
と
い
う
大
変

な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
育
っ
た
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
認
知
さ
れ
た
最
大
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
を
提
供
く
だ
さ
る
先
生

方
の
芸
術
力
で
あ
り
、
そ
の
存
在
感
だ
と

思
い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
夏
休
み
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
小
・
中
学
生
を
含
め
、
駅
で

芸
術
に
出
会
え
る
い
い
機
会
と
い
う
こ
と

で
も
あ
り
ま
す
。
日
本
芸
術
院
会
員
で
も

あ
る
大
津
先
生
が
虎
の
先
生
だ
と
認
識
さ

れ
て
い
る
の
は
、
駅
の
告
知
力
に
も
あ
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。
鉄
道
が
い
か
に
省
エ

ネ
の
輸
送
手
段
で
あ
る
か
を
、
地
球
温
暖

化
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン｢

エ
キ
か
ら
エ
コ
。」

で
議
論
す
る
き
っ
か
け
と
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
と
し
て
も
社
会
貢
献
す

る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
み
な
さ
ん
も
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は

作
家
と
し
て
継
続
し
た
い
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
す
し
、
鉄
道
を
利
用
す
る
方
か
ら

し
て
み
る
と
、
今
年
も
ま
た
こ
の
時
期
が

き
た
と
感
じ
て
お
ら
れ
て
、
こ
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
定
着
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

大
津
英
敏
理
事

　

以
前
に
も
こ
の
ス
マ
ト
ラ
虎
を
描
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
前
に
向
か
っ
て
に
ら
み

を
利
か
せ
て
い
る
こ
の
凄
味
の
あ
る
虎
を
も

う
い
ち
度
描
き
た
い
な
と
思
っ
て
い
た
と
こ

ろ
で
し
た
。
思
っ
た
通
り
、「
日
輪
と
平
成

の
虎
」
の
ポ
ス
タ
ー
は
目
に
つ
き
ま
す
よ
と

言
っ
て
い
た
だ
い
て
、
私
の
役
目
も
果
た
せ

た
の
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ち
ょ
う
ど

こ
の
ポ
ス
タ
ー
が
掲
出
さ
れ
る
時
期
に
、
私

た
ち
芸
術
院
会
員
は
、
全
国
の
小
中
高
の

学
校
に
赴
き
授
業
を
す
る
と
い
う
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。
今
年
は
12
か
所
ま
わ
り
、
あ

と
１
か
所
残
っ
て
い
ま
す
。
ポ
ス
タ
ー
を
あ

ら
か
じ
め
学
校
に
送
り
、
当
日
教
室
に
貼
っ

て
、
こ
の
ポ
ス
タ
ー
は
パ
ス
テ
ル
を
使
っ
て

描
い
て
い
る
ん
だ
よ
と
、
子
供
た
ち
に
実
際

に
画
材
を
見
せ
た
り
、
使
い
方
を
教
え
て

芸
術
に
親
し
ん
で
も
ら
い
ま
す
。
先
日
、
10

月
16
日
に
全
校
生
徒
26
名
の
宮
古
島
へ
行

き
ま
し
た
。
宮
古
島
は
那
覇
か
ら
少
し
離

れ
て
お
り
ま
す
し
、
沖
縄
は
鉄
道
の
な
い
唯

一
の
県
な
の
で
、
ポ
ス
タ
ー
は
鉄
道
の
駅
に

貼
ら
れ
て
、
乗
客
の
方
が
見
る
ん
で
す
よ
と

子
供
た
ち
に
説
明
し
て
い
ま
す
。
併
せ
て
こ

の
ポ
ス
タ
ー
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
た
め
に
描
い
た
ん
だ
よ
と
作
成
し

た
理
由
も
伝
え
ま
す
。
私
自
身
は
毎
年
楽

し
み
な
が
ら
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ポ
ス
タ
ー

制
作
に
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

報
告
事
項
②

｢

Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
環
境
方
針
」
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

　

現
在
、
我
が
国
の
環
境
活
動
は
、「
低
炭

素
社
会
」、「
循
環
型
社
会
」、「
自
然
共
生

社
会
」
の
実
現
に
向
け
、
様
々
な
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
会

員
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

環
境
委
員
会
で
は
、
よ
り
多
く
の
会
員

社
に
環
境
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く

た
め
、
中
小
企
業
に
も
取
り
組
み
や
す
い

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
と
し
て
環

境
省
が
策
定
し
た
「
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
」

を
参
考
と
し
て
、「
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
環
境
方
針
」

を
策
定
し
、
昨
年
４
月
１
日
に
ポ
ス
タ
ー

と
ポ
ケ
ッ
ト
サ
イ
ズ
の
環
境
方
針
カ
ー
ド

作
成
し
配
布
い
た
し
ま
し
た
。

　

配
布
後
１
年
以
上
経
過
い
た
し
ま
し
た

の
で
、
各
社
の
環
境
へ
の
取
り
組
み
状
況

に
つ
い
て
再
度
ア
ン
ケ
ー
ト
を
下
記
の
通

り
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
集

計
結
果
に
つ
い
て
は
、
次
回
理
事
会
に
て

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

２
０
１
３
年
12
月
に
も
同
様
な
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
有
効

回
収
率
が
27
・
９
％
で
し
た
の
で
、
今
回

は
是
非
ご
回
答
い
た
だ
け
る
よ
う
ご
協
力

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
実
施
概
要

①
送
付
日
：
12
月
１
日

②
送
付
先
：
全
会
員
社
の
代
表
宛（
３
２
４
社
）

③
回
答
締
切
日
：
12
月
19
日
（
月
）

　
・
参
考　

前
回
ア
ン
ケ
ー
ト
概
要

①
送
付
日
：
２
０
１
３
年
12
月
１
日

②
送
付
先
：
全
会
員
社
の
代
表
宛（
３
２
３
社
）

大津英敏理事とポスター“日輪と平成の虎”

滝美観風致委員長
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３
．
交
通
広
告
共
通
指
標
策
定
調
査
概
要

調
査
期
間
：
２
０
１
６
年
３
月
～
７
月

11
社
局
４
グ
ル
ー
プ
、
３
日
間

調
査
対
象
：
１
都
３
県
に
居
住
す
る
15
歳

か
ら
59
歳
で
対
象
路
線
を
利
用
し
た
者

サ
ン
プ
ル
数
：
９
９
０
０
（
各
線
３
０
０

サ
ン
プ
ル
×
３
日
間
）

平
成
24
年
度
実
証
調
査
か
ら
の
累
計
数
は

５
６
６
６
７

ユ
ニ
ッ
ト
別
調
査
素
材
数

４
．
交
通
広
告
共
通
指
標
化
対
象
ユ
ニ
ッ
ト

⑴
既
存
６
パ
タ
ー
ン「
中
づ
り（
一
般
）」「
中

づ
り
（
出
版
）」「
ま
ど
上
」「
ド
ア
横
」「
ス

２
．
改
修
時
期

２
０
１
７
年
４
月
使
用
開
始
予
定

３
．
改
修
費
用
（
見
込
）

約
70
万
円（
ｅ-

販
促
会
員
の
会
費
を
充
当
）

*

改
修
期
間
、
費
用
を
現
在
精
査
中
。
次
回
理
事

会
に
て
詳
細
を
報
告
予
定
。

報
告
事
項
④

ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
向
上
の
進
捗
状
況

　

第
１
回
理
事
会
以
降
の
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ

リ
テ
ィ
向
上
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
報
告

が
あ
っ
た
。

１
．
交
通
広
告
共
通
指
標
推
定
シ
ス
テ
ム

会
員
社
数
。

２
．
４
月
１
日
シ
ス
テ
ム
稼
動
開
始
後
の

ア
ク
セ
ス
状
況
は
次
の
通
り
。

員
長
よ
り
、
い
つ
も
ご
協
力
感
謝
し
て
い

る
。
ア
ク
セ
ス
数
も
安
定
し
て
い
る
が
、

更
に
増
え
て
い
け
る
よ
う
に
と
思
っ
て
い

る
と
発
言
が
あ
っ
た
。

◯
シ
ス
テ
ム
の
改
修

　

会
員
各
社
に
有
効
活
用
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に
、
操
作
説
明
会
に
お
い
て

実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
及
び
管
理
者

を
中
心
と
し
た
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
、
会
員

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
要
望
を
基
に
、
毎
月
開

催
し
て
い
る
編
集
会
議
で
来
年
度
の
シ
ス

テ
ム
改
修
の
内
容
を
議
論
し
、
次
の
よ
う

な
改
修
を
予
定
し
て
い
る
。

１
．
改
修
内
容

・「Station A
D

 Planner

」「T
rain A

D
 

Planner

」
共
通
項
目　

①
デ
ー
タ
集
（
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
）

の
搭
載

モ
デ
ル
プ
ラ
ン
（EX

.

駅
デ
ジ
タ
ル
サ
イ

ネ
ー
ジ
プ
ラ
ン
、
空
港
媒
体
プ
ラ
ン
）
搭
載

②
デ
ー
タ
ポ
リ
シ
ー
の
細
か
い
用
語
解
説

追
加

・「Station A
D

 Planner

」
項
目

①
施
設
デ
ー
タ
の
利
用
性
の
向
上

施
設
結
果
に
表
示
さ
せ
る
施
設
デ
ー
タ
の

ク
リ
ー
ニ
ン
グ

②
施
設
名
デ
ー
タ
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
一
覧
表
示

・「T
rain A

D
 Planner

」
項
目

①
路
線
図
の
全
国
化

東
北
地
区
の
路
線
図
を
追
加

ユニット名
中づり（一般）
中づり（出版）

まど上
ドア横

ステッカー
ツインステッカー

ビジョン
合計

平成28年度調査素材数
35
11
55
22
31
11
28
193

調査素材数累計
221
62
267
157
152
66
141

1,066

関東交通広告協議会
（11社会）会員社

日本広告業協会
（JAAA）会員社
日本鉄道広告協会

（JAFRA）会員社
計

18 社

6 社

25 社

49 社

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

175

122

92

49

46

56

53

28

③
調
査
期
間
：
２
０
１
３
年
12
月
２
日
～

12
月
16
日

④
有
効
回
答
数
：
90
サ
ン
プ
ル
（
回
収
率

27
・
９
％
）。

報
告
事
項
③

｢

ｅ-

販
促
デ
ー
タ
シ
ス
テ
ム｣

稼
動
状
況

　

第
１
回
理
事
会
以
降
の
「
ｅ-

販
促
デ
ー

タ
シ
ス
テ
ム｣

稼
働
状
況
な
ど
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
、
栗
原
調
査
研
究
委
員
会
委栗原調査研究委員長

６月
７月
８月
９月
10月
11月

会 員
2104
1,552
1,835
1,731
1,554
1,564

一 般
178
55
17
9
11
12

計
2,282
1,607
1,852
1,740
1,565
1,576

アクセス数
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テ
ッ
カ
ー
」「
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
、
素

材
数
増
に
伴
う
共
通
指
標
の
更
新
。

⑵
素
材
数
合
計
が
１
０
０
０
を
超
え
た
た

め
、一
部
パ
タ
ー
ン
の
業
種
（
食
品
、飲
料
、

化
粧
品
、
ト
イ
レ
タ
リ
ー
等
）
区
分
を
増

や
す
。

中
づ
り
（
一
般
）
４
→
７
、
ま
ど
上
４
→

７
、ド
ア
横
４
→
５
、ス
テ
ッ
カ
ー
４
→
５
、

車
内
ビ
ジ
ョ
ン
４
→
５

５
．
駅
メ
デ
ィ
ア
調
査
に
つ
い
て

・
調
査
対
象
ユ
ニ
ッ
ト
：
駅
ポ
ス
タ
ー
、

駅
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
、
サ
イ
ン
ボ
ー

ド
、
フ
ラ
ッ
グ
、
柱
巻
き

・
調
査
期
間
：
平
成
28
年
５
月
～
11
月　

11
社
局
ご
と
、
特
定
の
１
日
（
金
曜
日
）

・
調
査
対
象
：
１
都
３
県
に
居
住
す
る
15

歳
か
ら
59
歳
で
対
象
駅
ス
ポ
ッ
ト
を
通
過

し
た
者

・
サ
ン
プ
ル
数
：
１
１
０
０
サ
ン
プ
ル（
各

社
局
１
駅
ス
ポ
ッ
ト
、
１
０
０
サ
ン
プ
ル

以
上
）

・
調
査
対
象
素
材
数
：
１
０
９
素
材

　

現
在
、
調
査
集
計
中
。

　

結
果
に
つ
い
て
は
、
次
回
理
事
会
に
て

報
告
の
予
定
。

６
．
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
に
つ
い
て

⑴
時
期
：
２
０
１
７
年
３
月
下
旬
を
予
定

⑵
内
容
（
案
）

・「
中
づ
り
（
一
般
）」「
中
づ
り
（
出
版
）」

「
ま
ど
上
」「
ド
ア
横
」「
ス
テ
ッ
カ
ー
」「
ビ

ジ
ョ
ン
」
共
通
指
標
の
更
新

・
駅
メ
デ
ィ
ア
調
査
の
調
査
結
果
か
ら
得

ら
れ
る
知
見
。

　

内
容
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
内
で
検
討
。　

　

ま
た
、
大
塚
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
向

上
委
員
長
よ
り
、
車
両
メ
デ
ィ
ア
に
関
し

て
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
の
素
材
が
増
え
た
と
い

う
こ
と
で
指
標
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
で
き
た

こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
駅
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
も
年
明
け
に

は
報
告
書
が
出
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
皆
さ
ま
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
大

変
感
謝
し
て
い
ま
す
と
発
言
が
あ
っ
た
。

報
告
事
項
④

支
部
の
活
動
状
況

　

昨
年
の
定
期
総
会
以
降
の
主
な
活
動
状

況
は
以
下
の
と
お
り
。

⑴
北
海
道
支
部

・
７
月
21
日
（
木
）
交
通
広
告
講
演
会

講
演
内
容
「
交
通
広
告
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
連
携
に
つ
い
て
」

講
師
：
㈱
Ｊ
Ｒ
西
日
本
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ズ　

土
屋
樹
一
氏

参
加
者
：
11
社
31
名

・
８
月　

第
10
回
地
球
温
暖
化
防
止
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン

・
11
月
８
日
（
火
）
～
９
日
（
水
）　

媒
体
視

察
研
修

研
修
場
所
：
金
沢
駅

研
修
内
容
：「
北
陸
新
幹
線
各
駅
の
デ
ジ
タ

ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
に
つ
い
て
」

参
加
者
：
８
社
10
名

⑵
東
北
支
部

・
８
月　

第
10
回
地
球
温
暖
化
防
止
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン

・
12
月
14
日
（
水
） 

支
部
総
会・セ
ミ
ナ
ー・懇
親
会
開
催
（
予
定
）

会
場
：
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
仙
台

セ
ミ
ナ
ー 

講
師
：
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画 

交
通

媒
体
本
部
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ

推
進
セ
ン
タ
ー
長　

山
本 

孝
氏

演
題
：
未
定 

⑶
首
都
圏
支
部

・
７
月
４
日
（
月
）
支
部
総
会

会
場
：
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
池
袋

37
社
46
名
参
加

幹
事
会

セ
ミ
ナ
ー　

51
社
79
名
参
加

講
師
：
資
生
堂
ジ
ャ
パ
ン
㈱　

小
出
誠
氏

演
題
：｢

メ
デ
ィ
ア
環
境
変
化
に
対
応
す
る

こ
れ
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

・
８
月　

第
10
回
地
球
温
暖
化
防
止
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン

・
10
月
11
日（
火
）
交
通
広
告
実
務
研
修
会 

会
場
：
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画
会
議
室

研
修
内
容

①
交
通
広
告
の
概
要
と
実
務

講
師
：
㈱
メ
ト
ロ
ア
ド
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

媒
体
戦
略
局　

金
沢
一
幸
氏

②
交
通
広
告
の
展
開
事
例

講
師
：
㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画

０
０
Ｈ
メ
デ
ィ
ア
局　

稲
葉
朋
江
氏

③
交
通
広
告
の
倫
理
綱
領
、
掲
出
基
準

講
師
：
㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画
交

通
媒
体
本
部　

藤
村
直
子
氏

④
交
通
広
告
の
掲
出
・
撤
去
時
の
安
全
対
策

講
師
：
㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画　

交
通
媒
体
本
部　

紫
藤
裕
二
氏　
　
　
　

参
加
者
：
41
社
73
名

⑷
中
部
支
部

・
７
月
19
日
（
火
）
支
部
総
会

　

会
場
：
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ハ
ウ
ス
名
古
屋

逓
信
会
館

　

28
社
32
名
参
加

セ
ミ
ナ
ー 

講
師
：
㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画　

駅
消
費
研
究
セ
ン
タ
ー
長　

加
藤 

肇
氏

演
題
：｢

移
動
者
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
か
ら
見

る
交
通
広
告
・
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
の

大塚アカウンタビリティ向上委員長
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選
ば
れ
た
チ
ー
ム
の
広
告
を
「
シ
リ
ー
ズ
・

ア
ド
・
ビ
ジ
ョ
ン
名
古
屋
」
及
び
「
栄
ミ

ナ
ミ
エ
リ
ア
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
」
で

放
映

 

⑸
近
畿･

中
国･
北
陸
支
部

・
７
月
６
日
（
水
）
支
部
総
会　

会
場
：
ラ
グ
ナ
ヴ
ェ
ー
ル
プ
レ
ミ
ア

参
加
者
37
社
38
名

幹
事
会

セ
ミ
ナ
ー　

40
社
66
名

講
師
：
近
畿
大
学　

経
営
学
部　

教
授　

高
橋
一
夫
氏

演
題
：「
地
方
創
生
時
代
の
関
西
の
観
光
ト

ピ
ッ
ク
ス
―
２
０
１
９
年
Ｗ
杯
ラ
グ

ビ
ー
か
ら
Ｉ
Ｒ（
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
）

の
行
方
ま
で
―
」

・
８
月　

第
10
回
地
球
温
暖
化
防
止
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン

・
10
月
14
日（
金
）
交
通
広
告
実
務
研
修
会

会
場
：
㈱
Ｊ
Ｒ
西
日
本
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ズ

参
加
者
：
39
社
79
名

研
修
内
容
：

①
交
通
広
告
ビ
ジ
ネ
ス
概
論
と
最
新
の
事

例
紹
介

講
師
：
㈱
メ
ト
ロ
ア
ド
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

媒
体
戦
略
局　

金
沢
一
幸
氏

②
交
通
広
告
共
通
指
標
に
つ
い
て

講
師
：
㈱
オ
リ
コ
ム 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
デ
ザ
イ
ン
局　

白
𡈽
栄
次
氏

⑹
四
国
支
部

・
８
月　

第
10
回
地
球
温
暖
化
防
止
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン

・
９
月
14
日
（
水
）
第
２
回
役
員
会　

会
場
：
㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
企
画
会
議
室

参
加
者
：
５
社
６
名

・
11
月
４
日
（
金
）
～
５
日
（
土
）

視
察
研
修
会

熊
本
駅
・
大
分
駅
の
「
交
通
広
告
媒
体
等
」

の
視
察
及
び
被
災
後
に
お
け
る
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
対
策
等
ヒ
ア
リ
ン
グ

参
加
者
：
６
社
８
名

⑺
九
州
支
部

・
８
月　

第
10
回
地
球
温
暖
化
防
止
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン

・
11
月
25
日
（
金
）
支
部
運
営
会

・
12
月
16
日
（
金
）
支
部
総
会　

Ｊ
Ｒ
博

多
シ
テ
ィ
大
会
議
室

参
加
予
定
：
31
社
62
名

　

引
き
続
き
出
席
の
各
支
部
長
よ
り
以
下

の
補
足
説
明
が
あ
っ
た
。

原
口
宰
首
都
圏
支
部
長

　

首
都
圏
で
交
通
広
告
に
関
し
て
の
ト

ピ
ッ
ク
ス
は
と
い
う
と
、
媒
体
社
の
11
社

が
共
同
で
共
通
の
商
品
を
作
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
と
も
す
れ
ば
交
通
広
告
は
沿

線
の
特
徴
で
そ
れ
ぞ
れ
の
や
り
方
、
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
大
事
に
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
広
告
会
で
運
営
す
る
と
い
う
形

を
と
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
そ
れ
で
こ

れ
か
ら
も
そ
の
調
子
で
続
け
て
い
く
と
思

い
ま
す
が
、
交
通
広
告
全
体
の
状
況
が
非

常
に
厳
し
く
な
っ
て
い
る
中
、
首
都
圏

で
、
あ
る
時
期
に
あ
る
中
吊
り
を
共
通
し

て
掲
出
で
き
る
よ
う
な
商
品
を
媒
体
社
側

が
大
同
団
結
し
て
作
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
と

い
う
こ
と
が
意
外
に
早
く
ま
と
ま
り
ま
し

た
。
交
通
広
告
に
対
す
る
媒
体
者
側
の
深

い
危
機
感
の
表
れ
だ
と
い
う
こ
と
を
自
覚

し
、そ
れ
を
１
つ
の
商
品
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
売
っ
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、

広
告
代
理
店
側
の
理
解
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
ま
さ
に
交
通
広
告
の
横
断
的

な
取
組
み
の
１
つ
の
対
処
で
あ
ろ
う
か
と

自
負
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
ク
ラ
イ
ア原口首都圏支部長

理事会ご参加のみなさま

可
能
性｣

28
社
88
名
参
加

・
８
月 
第
10
回
地
球
温
暖
化
防
止
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン

・
９
月
～
２
月　

交
通
広
告
イ
ン
タ
ー
ン
・

調
査
研
究
事
業

「
交
通
広
告
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
２
０
１
６
」

会
員
社
：
５
社
12
名

参
加
大
学
：
愛
知
大
学　

金
城
学
院
大
学

中
京
大
学　

計
37
名

協
賛
広
告
主
：
㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
東
海
支
社
、

ポ
ッ
カ
サ
ッ
ポ
ロ
フ
ー
ド
＆
ビ
バ
レ
ッ
ジ
㈱

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
：

９
月
13
日　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
講
義
「
交
通
広

告
概
論
」

９
月
27
日　

講
義
「
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
」、
協
賛
広

告
主
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

10
月
11
日　

講
義
「
ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ
」

10
月
25
日　

交
通
広
告
業
界
社
員
と
の
座
談
会

11
月
８
日 

　

講
義
「
交
通
広
告
に
お
け
る
主
な
媒
体
特

性
と
展
開
事
例
」

11
月
22
日　

講
義「
交
通
広
告
営
業
に
お
け
る
業
務
内
容
」

12
月
６
日 

広
告
制
作
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

12
月
13
日　

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
結
果
発
表
・
講
評

２
月　
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ン
ト
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
ら
れ
る
交
通
広

告
を
、
特
に
最
大
の
支
部
で
あ
る
首
都
圏

支
部
の
エ
リ
ア
か
ら
発
信
で
き
る
よ
う
に

来
年
以
降
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

阿
久
津
中
部
支
部
長

　

中
部
支
部
の
特
長
と
し
て
交
通
広
告
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
毎
年
展
開
し
て
い
ま

す
が
、
今
回
は
３
大
学
か
ら
37
名
の
学
生

に
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
２
月
に

最
終
的
に
選
ば
れ
た
広
告
を
「
シ
リ
ー
ズ
・

ア
ド
・
ビ
ジ
ョ
ン
名
古
屋
」
で
発
表
し
て

い
ま
す
が
、
今
回
は
こ
れ
に
加
え
「
栄
ミ

ナ
ミ
エ
リ
ア
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
」
で

も
放
映
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
東
海
の
新
聞
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
に
毎

年
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
交
通
広
告
の

持
っ
て
い
る
価
値
を
向
上
す
る
た
め
の
一

助
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

山
本
近
畿
・
中
国
・
北
陸
支
部
長

　

支
部
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
近
畿
大

学
の
教
授
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
西
日
本

の
エ
リ
ア
は
地
方
が
随
分
す
た
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
最
近
、
地
方
活
性

化
や
地
方
創
生
と
い
う
よ
う
な
動
き
が
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
、
こ
こ
に
広
告
業
界

は
ど
う
関
与
し
た
り
、
支
援
で
き
る
の
か
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
る
の

か
と
い
う
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
今

後
の
地
域
と
我
々
の
仕
事
の
関
係
性
を
見

つ
め
直
す
と
い
う
意
味
で
は
出
席
さ
れ
た

み
な
さ
ん
に
は
か
な
り
興
味
の
あ
る
内
容

の
講
演
で
し
た
。
ま
た
、
12
月
に
弊
社
の

会
議
室
で
開
催
し
た
研
修
会
に
は
、
予
想

以
上
の
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
う

い
っ
た
分
野
に
つ
い
て
関
係
各
社
の
関
心

が
非
常
に
高
い
の
で
、
更
に
深
掘
り
を
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
Ｊ
Ａ

Ｆ
Ｒ
Ａ
の
活
動
と
し
て
有
効
で
あ
る
と
思

い
ま
し
た
。

田
中
四
国
支
部
長

　

研
修
を
行
っ
た
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は

Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ 

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
12
月
号
に
も
記
載

の
と
お
り
で
す
が
、
今
回
は
11
月
に
九
州

で
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
昨
年
の
上
海
に

は
行
っ
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
四
国
の
隣

で
あ
る
九
州
へ
行
っ
た
こ
と
の
な
い
会
員

が
非
常
に
多
く
い
ま
し
た
。
そ
の
際
は
、

九
州
支
部
、
九
州
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
に
は

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
復
興
割
が

話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
Ｊ
Ｒ
九
州
が

中
心
と
な
っ
て
今
回
の
災
害
を
乗
り
越
え

更
に
元
気
に
な
っ
て
い
く
九
州
と
い
う
の

を
目
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
サ
イ
ネ
ー
ジ

に
目
が
向
き
や
す
い
の
で
す
が
そ
れ
以
外

の
媒
体
も
工
夫
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
非

常
に
わ
か
り
や
す
い
メ
デ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を

作
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
大
変
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
今
回
、
一
緒
に
行
っ

た
会
員
か
ら
若
手
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に

交
通
媒
体
を
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
紹
介
す
れ

ば
い
い
の
だ
ろ
う
と
い
う
テ
ー
マ
に
つ
い

て
色
々
と
情
報
を
交
換
し
合
い
ま
し
た
。

 
 

 

そ
の
他	

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

１
月
６
日
（
金
）
15
時
30
分
～
17
時
00
分

平
成
29
年｢

広
告
界
合
同
年
賀
会｣

会
場
：
帝
国
ホ
テ
ル
本
館
２
階「
孔
雀
の
間
」

共
催
団
体
：
広
告
関
連
31
団
体

３
月
９
日
（
木
）
14
時
00
分
～

平
成
28
年
度
「
第
３
回
理
事
会
」　

会
場
：
㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画

　
　
　

10
階
大
会
議
室

・
平
成
29
年
度
事
業
計
画
（
案
）

・
平
成
28
年
度
収
支
決
算
（
見
込
）
及
び

　

平
成
29
年
度
予
算
（
案
）

６
月
上
旬

平
成
29
年
度
「
第
１
回
理
事
会
」

会
場
：
㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画

　
　
　

10
階
大
会
議
室

６
月
27
日
（
火
）

平
成
29
年
度
定
期
総
会　

14
時
00
分

セ
ミ
ナ
ー
：
16
時
00
分

懇
親
会
：
17
時
30
分

会
場
：
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

　
　
　

エ
ド
モ
ン
ト （
飯
田
橋
）

〈
委
員
会
〉

●
技
術
開
発
委
員
会

情
報
交
換
会
２
月
17
日
（
金
）　

会
場
：
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画
会
議
室

●
第
３
回
総
務
・
財
務
委
員
会

３
月
上
旬　

会
場
：
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画
会
議
室

　

な
お
、
田
之
上
専
務
理
事
よ
り
、
定
期

総
会
の
日
程
は
６
月
27
日
（
火
）
な
の
で

改
め
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
と
補
足
が
あ
っ
た
。

　

以
上
を
も
っ
て
今
木
議
長
は
、
16
時
01

分
「
平
成
28
年
度
第
２
回
理
事
会
」
の
閉

会
を
宣
言
し
た
。

以
上

山本近畿・中国・北陸支部長

阿久津中部支部長

田中四国支部長
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「神運（幸運）」
監事　清水　勇宏（株式会社　近宣）

　
「
お
お
、
よ
う
出
て
き
た
な
！
」
僕
が
初
め

て
自
分
の
子
供
と
出
会
っ
た
時
、
な
ん
て
声
を

か
け
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら
ず
、
と
っ
さ
に
出

た
言
葉
で
す
。
も
と
も
と
恥
ず
か
し
が
り
屋
で

あ
ま
り
思
っ
た
事
も
口
に
し
な
い
性
格
の
僕
に

と
っ
て
そ
れ
が
精
一
杯
の
言
葉
で
し
た
。
で
も
、

ず
っ
と
大
切
に
し
た
い
最
高
の
出
会
い
の
一
つ

で
す
。

　

父
親
か
ら
会
社
を
引
き
継
い
で
三
年
半
く
ら

い
の
間
に
、
そ
れ
ま
で
の
僕
の
人
生
で
出
会
っ

た
数
以
上
の
方
々
と
お
会
い
す
る
機
会
に
恵
ま

れ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
こ
の
三
年

半
で
僕
が
最
も
神
運
（
幸
運
）
だ
と
感
じ
る
出

会
い
を
３
つ
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
一
人
目
は
、
一
年
半
前
に
出
会
っ
た
（
め

ぐ
り
会
っ
た
）
僕
の
息
子
で
す
。
父
親
に
な
る

と
い
う
初
め
て
の
経
験
で
、
不
安
や
心
配
も
あ

り
ま
し
た
が
、
間
違
い
な
く
生
涯
で
最
高
の
神

運
で
す
。
二
人
目
は
、
三
年
ほ
ど
前
に
、
あ
る

会
合
で
偶
然
知
り
合
っ
た
大
先
輩
で
す
。
大
先

輩
な
の
で
す
が
、
と
て
も
好
感
が
持
て
て
、
気

軽
に
ど
ん
な
事
で
も
話
し
の
出
来
る
方
な
の

で
、
そ
の
後
も
機
会
を
見
つ
け
て
は
食
事
に
行
っ

た
り
し
て
い
ま
し
た
。
昨
年
の
夏
、
東
京
で
そ

の
大
先
輩
の
誕
生
日
を
二
人
で
祝
っ
て
い
る
と
、

突
然
「
清
水
君
、
今
度
一
緒
に
沖
縄
旅
行
に
行

か
な
い
か
？
」と
誘
わ
れ
ま
し
た
。
正
直
、え
っ
！ 

自
分
の
父
親
と
も
二
人
で
旅
行
な
ん
て
し
た
事

の
な
い
自
分
が
！ 

父
親
ほ
ど
歳
の
離
れ
た
人
と
、

し
か
も
現
役
バ
リ
バ
リ
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
と
一

緒
に
？ 

特
技
を
、｢

一
人
遊
び｣

と
し
て
い
た

自
分
の
性
格
か
ら
し
て
も
信
じ
ら
れ
な
い
お
誘

い
で
し
た
。
で
す
が
、
思
わ
ず
そ
の
場
で
「
是

非
、
行
き
ま
し
ょ
う
！
」
と
お
答
え
し
て
し
ま

い
、
急
に
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
不
安
に
な
り

ま
し
た
。
そ
ん
な
訳
で
男
二
人
、
３
泊
４
日
沖

縄
で
過
ご
し
た
時
間
は
、
内
向
的
な
僕
に
と
っ

て
最
高
に
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
自
分

一
人
で
は
行
か
な
い
よ
う
な
所
を
観
光
し
た
り
、

仕
事
の
話
を
し
た
り
、
家
族
の
話
、
食
事
の
話
、

色
々
な
会
話
を
し
て
本
当
に
最
高
の
旅
行
で
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
大
先
輩
の
持
つ
豊
富
な
経
験
が
、

内
向
的
な
僕
の
気
持
ち
や
言
葉
を
う
ま
く
引
き

出
し
て
く
れ
た
事
は
間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

大
先
輩
は
、
ず
っ
と
大
切
に
し
た
い
思
い
出
を

僕
に
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

三
人
目
は
、
だ
い
ぶ
前
か
ら
面
倒
を
見
て
頂

い
て
い
る
、
僕
が
最
も
信
頼
し
て
い
る
三
歳
年

上
の
先
輩
で
す
。「
神
運
」
な
の
は
、
三
年
前
に

妻
を
紹
介
し
て
も
ら
え
た
事
。
紹
介
さ
れ
た
半

年
後
に
は
結
婚
し
、
八
ヶ
月
後
に
子
供
が
出
来

て
、
そ
の
間
に
父
の
後
を
継
ぎ
社
長
に
な
り
ま

し
た
。
こ
ん
な
ふ
う
に
人
と
め
ぐ
り
合
う
事
は
、

こ
の
信
頼
で
き
る
先
輩
が
い
な
け
れ
ば
、
自
分

だ
け
で
は
到
底
な
し
う
る
事
が
で
き
な
い
と
心

の
底
か
ら
感
じ
ら
れ
、
言
い
よ
う
の
な
い
感
動

を
覚
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
妻
の
顔
を

見
る
度
に
先
輩
が
頭
の
中
に
浮
か
ん
で
く
る
だ

ろ
う
と
想
像
で
き
る
ほ
ど
の｢

進
運｣

の
出
会

い
で
す
。

　

僕
が
「
神
運
」
だ
と
感
じ
る
の
は
、
こ
の
人

と
生
涯
付
き
合
っ
て
い
け
る
と
い
う
友
情
を
感

じ
た
瞬
間
で
す
。
出
会
っ
た
時
は
、
何
も
感
じ

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
人
と
の
出
会
い
を

大
切
に
し
て
い
れ
ば
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
素

晴
ら
し
い
事
が
起
っ
た
り
し
ま
す
。
僕
は
そ
の

お
か
げ
で
、
こ
れ
か
ら
も
一
生
懸
命
努
力
し
、

色
々
な
こ
と
に
感
謝
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
今
年
七
月
に
生
ま
れ
て
く
る
予

定
の
二
人
目
の
子
供
に
は
、
出
会
っ
た
時
ど
ん

な
声
を
掛
け
て
あ
げ
よ
う
か
。次

回
も
お
楽
し
み
に
。

広 場

首里城。静かでした
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い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
の

九
州
の
交
通
広
告
の
発
展
に
向
け
、
大
変

有
意
義
な
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
今
回
は
、
熊
本
支
援
の
一
環
と
し

て
、
熊
本
地
震
で
工
場
閉
鎖
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
そ
の
後
生
産
を
再
開
さ
れ
た
「
お

菓
子
の
香
梅
」
さ
ま
の
商
品
を
購
入
し
、

記
念
品
と
し
て
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
お
配

り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
29
社
60
名
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
、
情
報
共
有
と
親
睦
を
深
め

る
会
と
な
り
ま
し
た
。

ご
多
忙
の
中
、
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
山

本
様
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

満員の講演会会場

媒
体
視
察
研
修
を
開
催

　

北
海
道
支
部
（
幅
口
堅
二
支
部
長
）
で

は
、
11
月
８
日（
火
）、
９
日（
水
）
の
２
日

間
、
媒
体
視
察

研
修
を
行
い
ま

し
た
。
今
回
は
、

｢

北
陸
新
幹
線

各
駅
の
デ
ジ
タ

ル
サ
イ
ネ
ー
ジ

に
つ
い
て
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
、

北
海
道
新
幹
線

よ
り
１
年
早
く

開
通
し
た
北
陸

新
幹
線
の
タ
ー

ミ
ナ
ル
金
沢
駅

で
視
察
研
修

を
開
催
し
ま
し

た
。（
８
社
10
名

参
加
）。
参
加
さ

れ
た
会
員
の
み

な
さ
ん
は
、
説

明
を
聞
き
な
が

ら
写
真
を
撮
る

な
ど
、
熱
心
に

情
報
を
収
集
し

て
い
ま
し
た
。

支
部
総
会
を
開
催

　

12
月
16
日
（
金
）、
九
州
支
部
（
小
濵
和

彦
支
部
長
）
で
は
、
正
会
員
社
26
社
と
賛

助
会
員
社
３
社
の
計
29
社
（
２
社
欠
席
）

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
九
州

支
部
総
会
・
講
演
会
・
懇
親
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
小
濵
支
部
長
、
渡
辺
副
支

部
長
の
挨
拶
の
後
、
議
題
の
審
議
に
移
り
、

そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
講
演
会
で
は
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ

Ａ
技
術
開
発
委
員
会　

山
本
孝
副
委
員
長

を
お
招
き
し
、“「
交
通
広
告
と
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
連
携
に
つ
い
て
」
～
首
都
圏
交

通
広
告
の
ト
レ
ン
ド
と
ト
ピ
ッ
ク
”
に
つ

　

こ
れ
か
ら
も
北
海
道
新
幹
線
の
延
伸
に

向
け
て
、
道
内
交
通
メ
デ
ィ
ア
の
更
な
る

活
性
化
に
貢
献
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

最
後
に
、
今
回
の
研
修
に
時
間
を
割
い

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
関
係
者
の
皆
様
に
は

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

● 

支 

部 

便 

り 

●

北
海
道
支
部

九
州
支
部

JR 西日本コミュニケーションス北陸支店会議室にて事前研修を受ける

金沢駅にて現地視察中

挨拶する小濵支部長
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　●次号Vol.41は4月1日発行予定です。お楽しみに。

編集後記

合
同
年
賀
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

１
月
６
日
（
金
）、
今
年
も
広
告
関
係
31

団
体
共
催
に
よ
る
「
広
告
界
合
同
年
賀
会
」

を
、東
京
都
千
代
田
区
の
帝
国
ホ
テ
ル
「
孔

雀
の
間
」
で
、
業
界
関
係
者
ら
１
７
０
０

名
余
を
集
め
、
開
催
し
ま
し
た
。

　

全
日
本
広
告
連
盟
大
平
明
理
事
長
、
日

本
新
聞
協
会
白
石
興
二
郎
会
長
、
日
本
民

間
放
送
連
盟
井
上
弘
会
長
、
日
本
雑
誌
協

会
鹿
谷
史
明
理
事
長
、
日
本
雑
誌
広
告
協

会
高
橋
基
陽
理
事
長
、
日
本
屋
外
広
告
業

団
体
連
合
会
髙
橋
公
比
古
会
長
、
日
本
ア

ド
バ
タ
イ
ザ
ー
ズ
協
会
伊
藤
雅
俊
理
事
長

（
写
真
左
か
ら
）
が
登
壇
し
、
華
や
か
に
鏡

開
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
全
日
本
広
告
連
盟
大
平
明
理

事
長
が
「
今
年
は
丁

ひ
の
と

酉と
り

の
一い

っ

白ぱ
く

水す
い

星せ
い

で
す
。

丁
と
い
う
字
は
釘
の
頭
を
意
味
し
て
い
ま

す
が
、
若
い
、
盛
ん
、
強
い
と
い
う
意
味

も
あ
り
ま
す
。
十
二
支
の
“
酉
”
は
、“
酒
”

と
い
う
字
か
ら
“
さ
ん
ず
い
”
を
取
っ
た

字
で
お
酒
を
入
れ
る
器
を
意
味
す
る
も
の

で
す
。
そ
し
て
一
白
水
星
は
水
の
流
れ
が

よ
く
な
る
年
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

経
済
、
お
金
、
人
の
流
れ
も
よ
く
な
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
今
年
は
新
し
い
技
術
や

発
見
が
次
々
に
現
れ
る
面
白
い
年
に
な
る

の
で
は
と
思
い
ま
す
。
60
年
前
は
ち
ょ
う

ど
“
岩
戸
景
気
”
が
始
ま
っ
た
年
で
、
当

時
発
展
途
上
の
日
本
は
模
倣
と
ま
ね
を
す

る
こ
と
で
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

が
、
今
は
目
標
と
す
べ
き
モ
デ
ル
が
世
界

の
ど
こ
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
の

時
代
は
我
々
自
身
で
切
り
拓
く
こ
と
を
考

え
、
発
想
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ

し
、
新
し
い
時
代
を
作
っ
て
行
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
発
展
す
る
経

済
を
支
え
る
た
め
、
広
告
業
界
が
自
ら
考

え
、
自
ら
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
仕
事
を
し
、

面
白
い
広
告
で
、新
し
い
商
品
、技
術
、サ
ー

ビ
ス
を
広
め
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
、

｢

広
告
の
力
で
社
会
を
元
気
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
こ
ぶ
し
を
真
っ
直
ぐ
に
突

き
上
げ
て
、
天
に
届
く
よ
う
に
鬨
の
声
を

挙
げ
ま
し
ょ
う｣

と
乾
杯
の
発
声
が
あ
り

ま
し
た
。

　

今
年
も
江
戸
囃
子
が
場
内
を
明
る
く
盛

り
上
げ
、
出
席
者
さ
れ
た
皆
さ
ま
は
新
春

の
挨
拶
を
交
わ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
大
変
気
の
早
い
お
知
ら
せ
で
す

が
、
来
年
の
年
賀
会
も
２
０
１
８
年
１
月

５
日
（
金
）
同
会
場
で
の
開
催
が
決
定
し

て
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

挨拶する全日本広告連盟大平明理事長

鏡開き

ホテルの中にある運河

●会員社の代表者が
変更になった場合など、
変更届はホームページ

（http://j-jafra.jp）
の「各種届出書類」に
用意してございますので、ご記入
の上、事務局宛にお送り下さい。
ご協力お願いします。

色々思い違いをしていることが多いのですが、つい先日まで、南岸低気圧を「弾丸低気圧」だと思っていました。
同じように、IR を“Investor Relations”だと思っていましたが、どうも最近では“Integrated Resort”にシフ
トしつつあるようです。その IR を見学してきましたが、ビルの中に“書割りの空”とか“運河”がある世界で、
日常離れしていてまさに“統合型リゾート”でした。
皆さまが心待ちにしていること教えてください。

●メールと写真、ご意見、ご感想はこちらへどうぞ。　information@j-jafra.jp


